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(年 2回), 東京湾学探訪会 (年 3回) を実施して
いる｡



























る｡ 沼田眞博士 (故人, 東京湾学会初代会長) に
よる, 昭和 22年当時の植生調査に見られるよう
な内湾性植生群落がこの車両進入によって減少し
て来ていることが紹介された｡ このあと昼食を挟
んで, 明治百年記念展望台から富津岬を俯瞰し,
南側の海岸へ向かった｡
南側の海岸もやはり車両の進入で外洋型植生群
落が減少していたが, 地元住民の働きかけによっ
て 5年ほど前から車両の進入を規制しており, 植
生群落が徐々に戻ってきているとのことで, ハマ
イチョウの黄色いたんぽぽのような花が印象的で
あった｡
この南側の海岸近くには, 日本武尊が東征の折
りに浦賀水道を相模から上総に渡ろうとしたが海
が荒れて渡れず, その荒れた海に弟橘姫が入水し,
日本武尊は無事浦賀水道を渡ることができた｡ 海
を鎮めた弟橘姫の着物の袖が流れ着いたことを顕
彰した石碑があり, その横に新たに第二次大戦終
結後連合軍が初めて日本本土に上陸した地である
ことを記した看板のもとに案内された｡
さらに, 富津岬周辺で盛んな海苔養殖の基地で
ある下州漁港で現在の海苔養殖の様子の説明を受
けた｡ その後, 富津市立埋め立て記念館で富津の
漁業に関する資料の展示を見学した｡
今回の探訪会では, 東京湾に突きだしている富
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津岬の歴史と特徴ある海浜植物群落の現状が実感
できた｡ なかでも首都防衛上の要塞地帯だからこ
そ残された貴重な自然を, 国定公園化された現在
にあって, 保全することの困難さの皮肉は痛切で,
東京湾岸に息づく三番瀬を初めとした谷津干潟,
盤州干潟などの貴重な環境の保全の難しさにも心
が及ぶ探訪会であった｡
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